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研究成果の概要（和文）：　本研究は，SGLT2阻害薬を新規投与する2型糖尿病患者を対象として，投与開始前後
の心外膜下脂肪（EAT）の厚みの変化と心機能の変化との関連について検討した前向き観察研究である．全ての
データが記録できた22例（平均年齢62±14歳，男性10例）を対象として，EAT厚が10%以上軽減した例を臨床的効
果ありと定義した. 結果，EAT厚は16例（73%）で10%以上の軽減を認めた．EAT厚が10%以上軽減している患者で
は，軽減していなかった患者と比べて左房容積係数が有意に低下した．加えて，スペックルトラッキング法を用
いた左房ストレイン値が改善する傾向があることが明らかとなった．

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to assess the effects of epicardial adipose tissue
 (EAT) thickness in a group of patients with type 2 diabetes and also analyze the relation between 
EAT thickness, heart diastolic function, and body composition, during a period of up to three months
 of treatment.
This prospective, observational study included 22 patients with type 2 DM who received SGLT-2 
inhibitors for 3 months. We considered a decrease of more than 10% in EAT as being clinically 
significant.
In results, 16 patients (73%) presented more than 10% decrease in EAT thickness.  Patients with a 
reduction in EAT thickness of more than 10% had a reduction in left atrial volume index compared to 
patients who did not have a reduction. In addition, there was a trend toward improvement in left 
atrial strain values using speckle tracking methods.

研究分野：超音波検査
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
SGLT2阻害薬は糖尿病合併心不全を中心とした心血管イベントを抑制する効果があると注目されている．そのメ
カニズムは未だ十分に明らかではないが，可能性の１つとしてEAＴ厚の軽減が心機能障害の改善と関与すること
が示唆されており，本研究を立案した．対象者数が少ないため統計学的検討が十分ではないものの，その結果か
らEAT厚がSGLT2投与により軽減しする傾向が高かった．さらにEATが軽減した患者では，そうでない患者と比べ
て心機能指標・特に拡張指標に関与する指標が改善する傾向がみられた．この分野においては，今後さらなる研
究が望まれる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

Sodium glucose cotransporter 2 (SGLT-2) 阻害薬は，糖尿病合併心不全を中心とした心血管

イベントを抑制する効果があると注目されている．そのメカニズムは未だ十分に明らかではな

いが，可能性の１つとして心外膜下脂肪組織（EAT）から分泌される炎症性サイトカイン，代謝

異常，インスリン抵抗性が SGLT-2 阻害薬介入によって軽減することが心機能改善と関連すると

推察されている．また，サイトカインの分泌等のみならず，EAT蓄積量（EAT厚）は，SGLT-2 阻

害薬の介入により軽減することが報告されている．しかし，SGLT-2 阻害薬の介入による EAT 厚

の変化が，心機能と関連するかについてはエビデンスがほとんどない． 

 

２．研究の目的 

EATの軽減が心機能改善と関連するという仮説を立て，SGLT- 2阻害薬投与による EAT厚の変化

と，心機能指標との関連について検討することを目的とした． 

 

３．研究の方法 

本研究は単施設前向き観察研究である．SGLT-2 阻害薬を新規に投与する 2 型糖尿病患者で，投

与開始時および投与半年後に超音波検査および脂肪測定を施行することに同意が得られた患者

30 例のうち，内服を中止した 5 名，投与半年後に必要な検査が施行できなかった患者 3 名を除

外した 22例（平均年齢 62±14歳，男性 10例）を対象とした． 

評価項目である EATは超音波検査を用いて評価した（図 1）． 

 

まず，セクタプローブで斜め心尖部の断面を描出し，リニア探触子に切り替え，冠動脈をメルク

マールとして心膜と垂直に測定した．また，半年後の評価では，他の情報をマスクされた状態で，

同一の技師が，投与時と同じ装置で測定した． 

その他，Inbody では体水分量，筋肉量，体脂肪量，骨格筋量を測定し，Dualscan では臍レベル

での内臓脂肪および皮下脂肪面積を測定した．そして心エコー図検査では各種ルーチン項目で

施行している拡張機能指標に加えて，スペックルトラッキング法を用いた左房および左室

global longitudinal strain(GLS)を評価とした． 

 

 



４．研究成果 

SGLT-2投与半年後は，投与前と比べて，収縮期血圧，HbA1c，血糖および BNPが有意に低下した．

Inbody では，SGLT2阻害薬半年後で，体重，体脂肪量，水分量，骨格筋量に有意差を認めた． 

投与開始時と比較して，投与半年後では EAT は有意に低下し（8.9±2.9 vs. 7.3±2.6 mm, 

p<0.01），内臓脂肪面積（111±39 vs. 100±19 mm2，p=0.04）で有意な軽減を認めた．皮下脂肪

面積では投与前・後で有意差は認めなかった（図）． 

 

EAT 厚が投与開始時に比べて 10％以上低下している患者を臨床的に有意な軽減と定義して 2 群

に分けて各指標の変化率との関連について評価したところ，16 例（73%）が該当した．EAT 有意

低下群では非低下群と比べて HgA1c が投与開始後に有意に低下していた(ΔHgAlc：11±10 % vs. 

-0.2±3.8%, p=0.002 )．また，心エコー指標では左房容積係数(LAVi)の有意な低下を認めた(Δ

LAVi：-18±26% vs. 10±11%, p=0.011)．その他，統計学的に有意差はないものの，e’は増高

し，E/e’は低下する傾向を認めた．また，スペックルトラッキング法を用いた指標では，左室

GLS に両群で有意な変化を認めなかったが，左房 GLS は EAT 有意低下群で有意な上昇を認めた

（ΔLA GLS：9±2% vs．-3±4％, p=0.03）． 

対象者数が少ないため統計学的検討が十分ではないが，EATが軽減していた患者では，そうでな

い患者と比べて心機能指標，特に拡張指標に関与する指標が改善する傾向があることが示唆さ

れた． 
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